
deki  

    

2020 年 vol.49 [討議資料] 

コロナ後の 

   経済と社会像 

経済産業委員会で質問に立ちました 

地元の皆様とのオンライン意見交換会 

ワクチン開発中の 

企業視察 

ＰＣＲ検査を行う 

地元企業視察 

地元の方々とアクリル板を介して意見交換 

地元の「ふくろう FM」に出演 

感染症ガバナンス小委員会の事務局長として提言

とりまとめ 



  

 

露
呈
し
た
脆
弱
性
を
整
理
す
る
と
次

の
通
り
で
す
。 

◎
組
織
の
問
題 

・
明
確
な
指
揮
命
令
系
統
の
不
在
（
政

府
内
部
、
国
・
地
方
の
関
係
） 

・
感
染
症
危
機
管
理
に
関
す
る
専
門 

家
の
不
足 

◎
情
報
の
問
題 

・I
T

の
活
用
不
足 

・
国
民
と
政
府
と
の
意
思
疎
通
（
リ
ス

ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
の
軽
視 

◎
シ
ス
テ
ム
の
問
題 

・
危
機
時
に
お
け
る
制
度
運
用
の
柔
軟

性
欠
如 

・
個
別
状
況
に
応
じ
た
果
断
な
感
染
遮

断
措
置
の
欠
落 

・
ワ
ク
チ
ン
・
治
療
薬
等
の
研
究
開
発

の
遅
れ 

 

こ
う
し
た
諸
課
題
に
対
し
、
①
感
染

症
危
機
を
国
レ
ベ
ル
の
安
全
保
障
と
し

て
位
置
付
け
る
こ
と
、
②
所
要
の
法
令

と
組
織
の
速
や
か
な
整
備
、
③
危
機
時

の
研
究
開
発
体
制
の
強
化
と
科
学
的
根

拠
に
基
づ
く
政
策
判
断
、
④
リ
ス
ク
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
と
い
っ
た

基
本
方
針
の
下
、
９
月
上
旬
に
、
法
改

正
を
含
む
具
体
的
な
提
言
策
を
と
り
ま

と
め
ま
し
た
。
新
政
権
の
下
で
政
府
が

迅
速
か
つ
着
実
に
実
行
す
る
よ
う
し
っ

か
り
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

私
が
事
務
局
長
と
し
て
と
り
ま
と
め

た
自
民
党
提
言
に
つ
い
て
は
左
記
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。 

 
 

  

令
和
二
年
九
月
吉
日 

 
 
 
 
 
 
 

今
後
の
感
染
症
対
策 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

の
戦
い
が
続
く
中
、
台
風
な
ど
の
災

害
、
中
国
公
船
に
よ
る
連
日
の
領
海
侵

入
。
徹
底
し
た
危
機
管
理
が
求
め
ら
れ

る
中
、
８
年
弱
に
わ
た
り
、
官
房
長
官

と
し
て
そ
の
任
に
当
た
っ
て
き
た
菅

義
偉
議
員
が
自
民
党
総
裁
、
内
閣
総
理

大
臣
に
就
任
す
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
。 

 

【
感
染
症
対
策
と
経
済
・
社
会
活
動
の

両
立
】 

菅
政
権
の
目
下
の
重
要
課
題
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
国
民
の
命
を
守
る
こ
と
と
経
済
・

社
会
活
動
と
の
両
立
。
安
心
・
安
全
の

た
め
に
も
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
等
の

開
発
は
急
が
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
今

の
と
こ
ろ
、
死
者
数
や
重
症
者
数
は
世

界
的
に
見
て
、
極
め
て
低
位
で
抑
制
で

き
て
い
ま
す
。
手
洗
い
・
う
が
い
、
マ

ス
ク
着
用
、
距
離
を
取
っ
て
話
す
、「
３

密
」
を
避
け
る
な
ど
、
国
民
全
体
の
高

い
意
識
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
と

考
え
ま
す
。 

 

一
方
、
社
会
・
経
済
活
動
に
つ
い
て

は
、
依
然
と
し
て
自
粛
ム
ー
ド
が
漂
っ

て
い
ま
す
。
雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例

措
置
の
延
長
な
ど
を
通
じ
、
企
業
が
雇

用
を
守
る
体
制
を
国
と
し
て
支
援
し

て
お
り
ま
す
が
、
人
の
動
き
が
停
滞
し

て
い
る
た
め
、
観
光
業
、
飲
食
業
の
み

な
ら
ず
多
く
の
業
種
の
経
営
状
況
が

悪
化
し
つ
つ
あ
り
、
地
域
の
担
い
手
で

あ
る
中
小
企
業
の
皆
様
か
ら
お
寄
せ

い
た
だ
く
声
か
ら
も
雇
用
や
経
営
の

維
持
に
係
る
厳
し
さ
が
増
し
て
い
る

こ
と
を
肌
で
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
子
供 

や
学
生
は
学
校
行
事
や
授
業
に
、
地
域

の
皆
様
は
自
治
会
・
町
内
会
活
動
に
参

加
で
き
ず
、
地
域
社
会
に
ス
ト
レ
ス
が

溜
ま
っ
て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
。 

 

私
は
自
民
党
内
の
議
論
の
中
で
、
国

と
し
て
は
当
面
、
緊
急
経
済
対
策
を
講

じ
続
け
る
と
同
時
に
、
国
民
に
手
洗
い
、

マ
ス
ク
着
用
な
ど
の
基
本
的
行
動
を
徹

底
し
て
頂
く
こ
と
を
前
提
に
、「
経
済
・

社
会
活
動
を
徐
々
に
元
に
戻
し
て
い

く
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
政
治
が
発
信

す
べ
き
時
期
に
来
て
い
る
と
、
発
言
し

て
き
ま
し
た
。
よ
う
や
く
９
月
１９
日
か

ら
は
イ
ベ
ン
ト
の
人
数
制
限
が
緩
和
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
10
月
か
ら
は

G
o
 

T
o

ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
東
京
発

着
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
皆
様
に
は
大

い
に
活
用
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 一

方
、
私
た
ち
の
安
全
・
安
心
の
砦
で

あ
る
医
療
機
関
の
経
営
が
逼
迫
し
て
い

ま
す
。
国
と
し
て
も
予
備
費
等
を
活
用

し
て
早
急
な
手
当
を
し
て
い
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。 

 

【
将
来
の
感
染
症
有
事
へ
の
対
応
】 

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
お
い
て
、
国
や
自
治
体
の
対

応
上
の
様
々
な
課
題
が
露
呈
し
ま
し

た
。
危
機
管
理
の
観
点
か
ら
、
新
た
な
感

染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
想
定
し
た
上

で
、
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
７
月
に
自
民
党
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
本
部
に
「
感
染
症
ガ

バ
ナ
ン
ス
小
委
員
会
（
武
見
敬
三
委
員

長
）
」
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
私
は
事
務
局

長
の
立
場
で
、
夏
場
の
２
カ
月
間
、
様
々

な
角
度
か
ら
法
や
制
度
の
改
善
策
に
つ

い
て
、
大
勢
の
同
僚
議
員
と
と
も
に
精

力
的
に
議
論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し

た
。 


